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「徳島・にし阿波 食と農の名人」とは?
傾斜地農耕や伝統料理等に卓越し、食と農の分野で活躍している者
を徳島県が認定。「名人」の知識・経験・技術等を次代への継承のた
めに指導・実演いただくとともに、情報発信に協力いただいている。

「聞き書き」とは?
話し手の言葉を録音し、一字一句すべてを書き起こしたのち、話し手
の語り口で一つの文章にまとめる手法。「聞き書き甲子園」（主催：農
林水産省、文部科学省、環境省等）でも用いられている。

地元の高校生が、「徳島・にし阿波 食と農の名人」に、その技や知恵、地域に対する思いを「聞き書き」の手法を用いて取材・記録
しました。事業の実施にあたっては、令和3年8月2日・3日・6日に第1回研修会（事前研修）、令和3年11月25日・29日、12月2日に
第2回研修会（文書整理研修）を各高校で実施しました。

～にし阿波世界農業遺産に関する高校生「聞き書き」事業～

話し手MAP



　昭和18年1月2日。1943年。78歳半じゃな。もう半といわ

ん、過ぎたのう。もう10月じゃきに11、12とあと2か月じゃ

きに。78歳10か月じゃ。兄弟は、おらの兄弟5人おるんよ。

　うちのお母はん（妻）の兄弟は7人。そういうおらの兄弟は

今徳島におるんと、大阪に妹がおるんと、徳島に弟が2人お

る。一人は電気屋、一人は大工で現役で頑張っとる。

　おらは長男でな、徳島に長女が嫁に行っておった。うちの

お母はんの兄弟が岡山に何人かおるんよ。それも出稼ぎと

か、そういうのが縁で、あっちいって見初められて結婚した

きに。

　やっぱりこの土地とかこの家を無くしたくないという親

の気持ちを汲んでおるようになったんじゃろうと思うんよ。

　親父がおらが若いときに死んだけんな。親父がおらんよ

うになったらここ守らないかんけに、しょうことなしここで

頑張んりょって。一種の宿命というか、そういう感じじゃの。

　冬場はこっちに仕事がないけに土方に行くとか、大工に行

くとか。岡山に行くのは、岡山のほうが忙しい時に行くんよ。

　例えば田植えと、麦刈りと、それから、い草刈りと、稲刈りと

その忙しい時期にいっきょったん大勢おったし。こっちでは家

の仕事だけでは銭にならんもんじゃきに、よその仕事をする

ことで日当が入ってくるじゃろ、そういうのが出稼ぎなんよ。

　おらは勉強好きではなかったなあ。勉強は嫌いな方じゃき

に。仕事…勉強よりはむしろ仕事。仕事が好きっちゅうこと

はない。仕事はせざるをえんけんしよるだけでな、誰も今で

も仕事が好きっちゅうことはないわ。せざるをえんけんな、

生活のためにしよるだけじゃきに。好きでしよるんちゃうん。

　鶏飼うても鶏が好きでしよるっちょんとはちがうん。生活

のために仕事しよるだけで。畑の仕事じゃって、畑があるけ

に木植えたり潰して畑をなしにするのがもったいないきん

と思て、できるというんでしよるだけ。ほなけに、好きでとか

面白うてとかいうのはあんまりないなあ。

　本業が今んとこ養鶏でな、昔はこの養鶏業をする農家が

40年ぐらい前は20戸以上あったんじゃけどな、今はもうた

った4戸になっとる。もう皆年が寄って、体力が着いていかん

ようになって廃業した人がほとんどじゃ。んで、この次にや

める可能性が高いのはおらが高い。今満78歳。まあ一応元気

なんじゃけどな。寄る年波には勝てんけにそこそこ筋肉が

弱ったりはしよる。あとは、このごろはいとこと12、3人グル

ープで、柿茶にする柿の葉と漢方薬にする柿の葉の収穫をす

る仕事。専門の加工会社があって、そこへ毎日出荷しよる。そ

ういう仕事とかな。ほんで、鳥飼をしよるけにここで飯が食

うていける、という生活なんよ。畑の作物ではとても収益が

追いついていかん。

　この場所で不便なんは大雪の時だけやなあ。雪が降った

らおらが掃除せな誰っちゃせんのよ。男衆の動けるのがおら

んけん。ちょうどうちにはショベルの機械があるけんな、そ

れをもってずーっと掃除していくんよ。

　よかったなっていうのもはあんまり無いなあ。ええことは

当たり前のようになっとるし。まあ、ここはそこそこ風も当

たるしなあ。台風が来たら心配ないんよ。雨が降ったけんっ

て避難をせえせえ言うたって、避難所の紙屋小学校に避難し

よるうちに遭難するわ。ええっていうのはまあ、煩わしいと

いうほどでもないし。人口が減って鶏飼うても臭いとか汚い

とか言われんということぐらいはええかもしれん。

　作業歌もそうじゃけんど作業歌より以前に、お盆には廻り

踊りっていう踊りをずっとつるぎ町内でしよったんよな。く

りあげ音頭っていうのんを40何年。

　かれこれ50年かぐらいやっとった。それが楽しみといえ

ば楽しみ。けど、それがコロナのおかげで全部中止になって

しもうたけに、このごろカラオケも酒飲みも、コロナでいか

んっていうやろ。ほなけん楽しみいっちょもないんよ。

高地での暮らし

高地暮らしの不便な点と長所

岡山への出稼ぎ

数匹の猫と犬と暮らす

ゼンマイの作業

自己紹介 半田に残る理由

幼少期

最近楽しかったことや楽しみなこと、趣味

聞き手 ： 喜多 輝 / 武田 一花 （徳島県立脇町高等学校 普通科2年）

「作業歌が紡ぐ高地の暮らし」
髙木 一永（美馬郡つるぎ町半田）
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　「草肥え刈り節」というのはカヤを刈るときの作業歌とし

てしよったん。

　それからカヤを乾燥して運ぶんじゃけど昔は全部背中で

運ぶけんな。大勢でしよると誰からともなく「荷運び歌」が出
ると、そういう感じじゃな。

　これはカヤを刈りながらするのでな、「肥のかりおき娘の

見おき」他には「あると思えば楽しみよ」とかな、「高い山には

霞がかかる 器量のよい子は目にかかる」とかがあるんじゃ。

　カヤを刈ってコエグロ（秋に刈り取ったカヤを束ねて円錐

形に積んだもの）にして乾かしてそれを山から家まで運んで

牛の餌や牛の寝床になったり畑の敷き草にしたりな。コエグ

ロにするカヤを刈って、これを次に運ぶときの歌がある。

　これはおおぜい手間がえで何人もが並んで担いでずっと

こう走る。昔はこの上の杉やぶが皆草地じゃった。そこらで

刈った肥えを担いで出てそこの畑の横の道の勾配が歌のリ

ズムとるのにちょうどええんよ。

　道も広いし通りやすい。それをこうひょいひょい・・・・・・と

走れるところへ出てくると歌が歌いとうなる。そのときの歌

で一番ポピュラーなのはな、「山は焼けても 山鳥ゃ飛ばん か

わいい我が子に引かされて」 と 「山の中でも一軒家でも住め

ば都 我が里よ」こういう歌詞がある。

　

　ここの土地が何百年くらいになるんじゃろうの。100、

200年もになるじゃのうかなぁ。

　ここいらの土地をどういう風に開発したかっていうのは

よう分からんけんど。百何十年ってとこちゃうで。

　そりゃあ、やっぱりこの谷あいというか近くで大勢のとき

には若い者も大勢おり、娘も大勢おりするもんじゃけん、若

いしが向えで草刈りをしよる娘に聞こえるように大きな声

で歌うとかな、そういうのが楽しかった。

　今はそんな人間がおらんもんじゃけん、やれば独り言のよ

うになる(笑)

　基本的には変わらんのじゃけんど、どの歌でも十人十色の

声じゃし、その人なりの節じゃろうしな、一概には言えんけ

ど。ほんで、エンジンが鳴んりょったら歌を歌えんで(笑)全然

誰っちゃに聞こえんけんな。鳥飼いよったらちょいちょいや

んよったけんど。

　無い。無い。出稼ぎに行っとった岡山にはなかった。

　ああゆう平地にはないんじゃな。こっちでもなあ、人間が

大勢おって手間がえというてからに、順番に今日はうち、明

日は隣のという風にな、手間がえというんで仕事をわんくだ

けでなしにしよったんよ。人が大勢になると歌うとうたり。

　歌うことでリズム取るとか、せこさを紛らわすとかな、そ

ういうことじゃろうと思う。

　だいたい半田の町誌に残しとるんよ。ほなけんどその歌

詞やは文字で残るけんど節やはテープかCDかに残さんこ

とには残らんわな。それを今度は誰かが受け継いで歌って

広めてくれるしかないわな。

　作業歌を受け継ぐのは音頭を受け継ぐのと比べて尚ない

な。こういうのに関心を持ってくれる人が増えてくれるとい

いんじゃけんど。なかなかおららも披露をする場というのも

あんまりないしな。そういう作業歌とかを聞かす企画をして

くれる人があればじゃけんどな。

　かろうじて音頭やは今年まで何年か止まっとるけんど残

っとんよ。コロナさえなしになったらまた復活するかもしれ

んけんど。復活さすのにはそれなりのお金もかかるし手間も

かかるし。それと地域的に関心が高まってこんと難しいし誰

かが先に立ってそういう企画を立てんとできはせんのじゃ

けんどな。なんでも一旦やまったらな復活は難しいんよ。

　できたら大勢がおる場で聞いてもろたり、代を継いでもろ

たりできたらそれに越したことはないんじゃけどな。人口が

減ってくると．．．どうにもしゃあないなあ。

　ほなきに中学校でも高校にでも行って歌を披露して、そう

いう中から興味を持ってくれる人がおるとありがたいけん

どな。

　だれでも興味があって教えて欲しいって人が出てきてく

れたら嬉しいんよ。やってみたい、やりたいとかな、そういう

人が出てきてくれたらじゃけんど。こういうのはやりたいっ

ていう気持ちがある人でしか長続きせんのよ。おまえやって

みいや言うんではな、みな消えるんよ。おらがやりたい！って

いう人やったら残るんよ。

　残るぐらいの実力もいるしな。熱心さもいるし、気長にへ

こたれずにやらなんだら。おまはんら興味があるわけじゃろ

？研究しようという気になっとんじゃけん一番貴重な存在

じゃわ。

　人口減少や人口流出が作業歌などの伝統文化に大きな影

響を及ぼしていることを痛感した。まずは伝統文化の現状を

知ってもらうことがこのような伝統文化を継承していくた

めの第一歩だと思った。インターネットの普及で世界中の人

とつながることのできる現代だからこそ、作業歌を含めた

地域のPR動画などをSNSなどに投稿したり伝統文化をま

とめたサイトを立ち上げたりするなど文化継承の橋渡しが

できるような役割を担っていきたい。

作業歌を歌うタイミング

作業歌の内容

作業歌の効果

機械化に伴う作業歌の変化 岡山出稼ぎ時代に行った岡山にも
　　　　　　　　作業歌はあったのか？

作業歌の文献

作業歌に対する想い

作業歌の継承

あとがき

髙木さん夫婦家の裏側に広がる畑

廻り踊り

色々と丁寧に説明していただいた

［取材日：2021年8月20日・10月16日］

作業歌の始まり
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Profile
…………………………………………………

髙木 一永 （たかぎ かずなが）
◇生年月日：昭和18年1月2日
◇年齢：78歳（取材時）

地域に伝わる「草肥え刈り節」「荷運び歌」など、いわゆる「作業歌」の継

承に尽力している。伝統芸能「音頭」の継承にも力を注ぎ、町内外のイベ

ントで積極的に披露し、地域の語り部として、学生等の研究にも協力を

惜しまない。養鶏業を営む傍ら、急傾斜地において、ソバやゼンマイ、柿

の葉などの栽培にも取り組んでいる。

略歴

◆ 取材を終えて ◆
　今回の聞き書きを通して、改めて伝統文化のある現状

を知り、文化継承の難しさを痛感しました。

　実際に作業歌を歌いながら作業するのは難しくとも、

作業歌というのがあり、それが作業へのモチベーション

を保つことに役立つことや、作業歌といっても歌い手に

よって十人十色の作業歌になることを継承したいと思

いました。また、聞き書きをして、いかに話し手が話した

くなるような聞き方ができるかが大切だと思ったし話し

手の特徴が読み手に伝わるようにまとめるのが難しい

と感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （武田 一花）

………………………………………………………………

　昨今の感染症で人と直接会う機会がはばかられる状

況の中、名人の家を訪れ、対面してお話を聞けたことは

貴重な経験になりました。

　直接の会話はよりリアルに物事を伝えてくれ、同じ徳

島に住んでいても知らなかった文化や伝統の違いを肌

で感じることができました。

　今回私たちの訪れた地域は、人口減少により過疎化を

避けられません。私は将来マスコミ業界に就職したいと

考えているので、地域の魅力を大きく発信し、同様の地域

を救えるようになりたいと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  （喜多 輝）

「にし阿波の傾斜地農耕システム」は2018年8月にFAO（国

連食糧農業機関）の世界農業遺産に登録された。

その傾斜地農耕システムを支える名人である西岡田さん夫

妻にインタビューを二度実施し、様々なことを教えていただ

いた。

　生年月日は昭和16年（西暦1941年）の3月12日です。出身

は生まれた時からここです。ほんで子供は3人です。兄弟は姉

が1人おる。生まれた時からです。農業はもう今年で60年に

なるんです。

　作物にあわせてするけんね。ふつうは朝6時ぐらいに起き

て7時半から畑に出て行って夕方まで。その間に3時とか10

時とかの一服はお茶を持って行ったり。あんまり休みとかは

ないです。雨が降ったら家の中の仕事が待っちょるから。

名人の経歴は？

毎日の暮らしは？

右:西岡田 治豈（にしおかだ はるき）さん  / 左:西岡田 節子(せつこ）さん 急斜面の道のりは大変

自己紹介

半田町誌 下巻 経済・文化・民俗
昭和五十六年三月二十日 発行 より引用作業歌
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左から 武田 一花 / 喜多 輝

西岡田 治豈（つるぎ町貞光）

「亥の子うた」が紡ぐ農業
聞き手 ： 谷 奎汰 / 仁木 海道 / 小田 恵里 / 金川 祥子 / 木村 汀菜 / 富岡 祐生希

（徳島県立脇町高等学校 普通科2年）
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　今はソバとキヌサヤ、エンドウ、インゲンとかジャガイモ

とか植えてます。昔はタバコが主でムギ、ソバとか、サツマイ

モや色々植えてたんです。タバコを作らんようになってから

は作物に切り代わってソバが主に、違うところには、シシト

ウとかゴボウとか里芋とかを植えとんです。

　あと大根のはりはりを作っとんです。細うに切っとるな大

根を千切り大根っていうんよ。夏に大根がないときにお煮し

めにやできるように藁に通してかけるんよ。そしたらなゼン

マイとかな、あんなんも保存するんよ。そば米が一番保存食

やけんな。

　平らな所だったら機械がほとんど出来るけど、こっちはほ

とんど人力やけんな。作物を作って収穫する時に、腰屈めず

に上向いて取れるっていう。

　あと傾斜があるけん水はけも風通しいいけん平坦な所よ

りも作物がようできることもあるんです。

　ソバや風通しが良くなかったら実がならんの。平坦な所は

水が溜まったら根腐れするけど、ここは水はけがいいけん根

腐れがいかんの。日当たりもいいです。日光が8時半ごろから

2時半頃まで冬でもよう当たるんよ。

　冬は寒くて雪も降るときは40ｃｍぐらい積むんです。でも

ここは日がよう当たるけん消えるのが早いんです。タイヤで

ふみしめて固まったら消えんけど。お日様がよう当たったら

作物が甘くなるんです。

　台風が一番いかんのです。作物をどんなに傷められるかわ

からんのです。あと鳥獣被害です。すごいんぞよ、サルは。畑に

玉ねぎをようけ植えたのに一本も残さず全部食われた。きれ

いに皮をむいて食べるんよ。茎がちょっと出たら食べて、ま

た出てきたら食べる。ほれも一匹や二匹ならまだしも集団で

来るんです。何十匹も。子連れのサルは怖い。子供を取られる

と思って追いかけてくる。サルでも嚙むんでよ。あとは鹿もす

ぐ側まで来る。

　イノシシは土を掘りながらずっと下まで掘って食べていく

んです。里芋やジャガイモが好物で畑に入ったら全部食われ

る。雀とか鳩は来たらソバの種を掘り起こして食べるんです。

　あるなー。いろいろ商品にして出しよるけど出入りが少な

いから売れ行きが。

　

　最近気温は高いけど雨がちょこちょこ降ってくれたら何と

か気温が高くても何とかなるんです。それよりも雨が続く方

が困るんです。

　五穀豊穣言うて作物を祝う行事で、昔は家々をまわりよっ

たんです。ほなもう子供おらんようになったきに廃止になっ

た。縁側でトントン叩いて10まで数える歌なんよ。

　これを近くの小学6年生まで歌ってたんよ。そしたらお菓

子をあげるんよ。お亥の子の日は昔からきまっとって、子供が

来るけんみんな待ってたんよ。一軒一軒。そこいらに分校が

あって、先生が気を遣って「お亥の子の日」には昼から休まし

て家々回りなさいって。だから昼から給食食べて行くんよ。生

徒は。そしたらみんな待ってくれてるんよ。家の人がな、あげ

ないかんて、だからお菓子いっぱいもらってくる。

　今の貞光小学校の子が来るけどリュック背負ってくるけん

いっぱいになる。重たいって言いながらいぬ人がおる。お寿

司いつくれるのかって聞いてくる。みんな先輩に聞いてな。み

んなきちんと手を洗ってちゃんとしたらあげるよって。

　3年生が楽しみやって。2年来れなかったけん。みんな来れ

んかった人が悔やむって。先輩はみんな来てるけん。3年生っ

て決めたんよ。「お亥の子の日」はみんな楽しみにしているん

よ。でも歌を覚えないけないから先生大変らしいよ。

　子供はすぐに覚える。お礼の手紙もくれるけど、みんなきれ

いに書いてくれる。5つもある。一つ一つきれいに書いてくれ

るんよ。上手に書いとる。3年生も。高校生や保護者も。

　大勢の人が来てくれて「良かった」って言うてくれるのが一

番やな。風通しがいいけん案外作物がよう育つ。ほんでいつ

も朝畑行ったらな、作物に「おはよう」って挨拶するんよ。ほい

てな帰ってくる時には「もう帰るけんな」って言うて、「大きい

なりよ」って作物に言うんよ。「また明日も来るけんなあ。」っ

て言うて帰るん。作物にも感謝しとったら収穫が違うんでよ。

　作物が綺麗に育ってくれよったらうれしいでな。ひとり口か

ら出るんよ。ほかの人はみな誰っちゃほんな事言わん言うん

やけど、私は毎回行ったら挨拶するんよ。ほしたら気持ちがい

い。昔と違って今は美味しいもの何でも食べれるのにな。　

　やっぱり人間なんでも感謝せないかんでなあ。作物やって

自分の力で一生懸命成長してくれよんのに。

　作物作りよったら、意欲が湧くんです。側からは同じことを

しよるように見えるけど。作物の種まいて、成長を見守って、

育てて、収穫になって、実がなってくれたら大変嬉しい。

　そんな気持ちはあるんです。ほんで、たくさん取れて、皆さ

んに収穫した穀物を喜んで食べて貰えたら嬉しいし、作るの

は楽しいんです。

　途中で台風とか被害がある場合は困るけれど、まあ作って

実がついてくれたら作んよる農家にとっては1番嬉しいです。

お亥の子の日 ごちそうを撮影傾斜地での農業傾斜地の農業には欠かせない道具

どのような人に、
　　　　この傾斜地農業を続けて欲しい？

コロナの影響は？傾斜地での農業のメリットとデメリットは？

栽培する農作物は？ 苦労したことは？ 気候変動の影響などは？

お亥の子さんとは？

やりがいを感じることは？
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Profile
…………………………………………………………………………………………………………

［取材日：2021年8月23日・11月14日］

西岡田 治豈 （にしおかだ はるき）
◇生年月日：昭和16年3月12日
◇年齢：80歳（取材時）

傾斜約30度の傾斜地で農産物を生産し、そば米、干大根等の加工販売も

行っている。観光農園として一般開放されているソバ畑は、傾斜地農耕

システムのＰＲの一翼を担っている。五穀豊穣を祈る伝統行事「お亥の子

さん」行事を復活し、継承に尽力するとともに、歌詞を郷土色豊かにアレ

ンジし、文化の学習に貢献している。

略歴

◆ 取材を終えて ◆

　聞き書きの活動を通じて、活動前の「農業＝地味な

作業」という見方が一変しました。名人の体験談や、そ

こから興味を持ち自分でも調べてみて、傾斜地という

一見ハンディに思える農地で代々受け継がれている

伝統的な技、作業効率や収穫量を増やすための工夫を

知って、この農法を後世に伝えていかなくてはならな

いと思いました。この活動に参加したことで農業のす

ばらしさや奥深さを改めて知ることができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　   （仁木 海道）

……………………………………………………………

　今回の聞き書き調査では、名人さんの思いや傾斜

地農業の大変さ、生きがいについて知ることができ

ました。にし阿波の現地に行ってみると、私が想像し

ていた以上に広く、傾斜も急で、名人さんがいかに大

切に作物や畑を手入れされているかを感じました。に

し阿波の傾斜地農耕システムは私たちの誇る世界農

業遺産であるので、しっかり学びつつ、さまざまな人

に魅力や特徴について発信していきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（富岡 祐生希）

……………………………………………………………

　これまで触れたことのなかったにし阿波の魅力を

身近に感じられるいい機会になりました。私は美馬市

民ではないため、初めて聞くことや見ることばかりで、

発見の連続でした。西岡田さんにお話を伺い、本当に

自然を大切にされているのだと感じました。私たちが

生活する場所は自然が溢れているにも関わらず、その

良さを見落としがちです。自然や地域の伝統について

知り、伝えていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木村 汀菜）

　にし阿波の傾斜地農業について詳しく知ることが

できました。実際に畑に入らせてもらったところ、想

像以上に傾斜が急で驚きました。雨風による土壌の

流出や機械が使えない等の傾斜地ならではの問題も

伺いました。二回目にお宅を訪問した際には、収穫し

たそば米を見せていただきました。加工される前の

ソバは初めて見たので印象に残っています。二回とも

そば米雑炊をいただき、香りがよく非常においしかっ

たです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 （谷 奎汰）

……………………………………………………………

　初めは聞き書きを作品としてまとめられるか不安

でした。しかし、実際に現地に足を運び、名人から直接

お話を伺ったり、郷土料理であるそば米雑炊をごちそ

うしてもらったりと貴重な体験をさせていただくこ

とで、この地域の優れた農業をそのまま伝えたい、と

いう思いが強くなりました。名人をはじめ、たくさん

の出会いと知識を得ることができ、自分の大きな財

産になりました。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金川 祥子）

……………………………………………………………

　今回の調査を通して、徳島県の伝統的な農業につい

て詳しく知ることができました。西岡田さんのお宅に

伺って、傾斜地農業の大変さや楽しさ、すばらしさを

学びました。昔はタバコの栽培、現在はそば米や、はり

はり大根などを栽培されています。ご自宅の野菜を使

って料理を作ってくださり、すごく美味しかったです。

特に印象的だったのはそば米雑炊です。今まで全然知

らなかった伝統に触れることができて良かったです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小田 恵里）

左から 仁木 海道 / 谷 奎汰 / 富岡 祐生希 / 金川 祥子 / 木村 汀菜 / 小田 恵里

　まあ、農業来てくれたら、だいたい皆さん育てる意欲が湧

いてくると思うんです。ほなけん、もう作るのに接してくれた

らわかると思うんです。作り出したら、もっとええもの作らな

いかん、もっと食べやすいもの作らないかんっていう気持ち

になるんです。

この農業を後世に伝えていく上で、
　　　　 どんな人に伝えていってほしい？

記録写真の説明
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　職業は、三好西部森林組合の契約職員で林業です。一応60

才で退職しています。農業は、休日にしよるけど仕事として

は林業が中心ですね。学校を卒業して大阪の方へ出とって、

昭和54年にこっちへもんて来て今の仕事に就いた。休日、若

いときは遊びよったけど、ある程度年が行くにつれて、畑の

手伝いとかをするようになった。現在、祖谷雑穀生産組合を

平成28年に設立して、皆で一緒に畑をしています。

　今は妻と二人暮らしで、すぐ隣に自分の母親が一人で住ん

でいます。子供は二人で、三好市内と他県に住んでいます。

　当初は9人で設立し、今は組合員20人と、商品開発部の女

性3人がいます。下が60才くらいで上が88才になるきに平

均で60才代後半ぐらいかな？第一線を退いた人で活動しと

るんで。我々のメンバーが20人おるけんど畑を持ってない人

もおって、イベントとか飲み会の手伝いをしてくれている。メ

ンバーで畑をしよるのが15人。ほんで、雑穀やごうしも、コン

ニャクを作っとる。シコクビエは我々のところだけで栽培、

ソバはメンバー以外の人も何人か作っとる。栽培規模は少な

いけど30軒ほどかな？しかし、5年～10年後はほとんどが

やめてしまう気がします。皆な高齢になり畑ができんように

なってしまった。

　当時、世界農業遺産の取り組みをしよったし、東祖谷で雑

穀っていったら、ヒエ、アワ、タカキビ、コキビとかあるんじゃ

けんど、その中にシコクビエっていう、祖谷ではヤツマタっ

て言うんよ。それを東祖谷で1軒だけ生産しよった人が高齢

でやめるということを聞いて、我々でヤツマタを引き継いで

いかないかんということで種をもらって、祖谷の昔からある

雑穀の在来種の保存と伝承、雑穀を使ったいろいろな食べ

物、雑穀食文化を若い人に継承していくために作ったのが始

まりです。

　そう、雑穀の保存や継承をしていかなんだら祖谷の在来種

が消滅してしまう。

誰かが、毎年雑穀の種を蒔いて育てて種を取っての繰り返し

を続けていく必要がある。

　機械がは入らんとこは全部人力で耕す。クワで掘ってする

んで、結構な力仕事になるんで、年いったら身体が続かんよ

うになって畑を捨ててしまう。若い人がいない所は畑がだん

だん無くなっていく。我々も急傾斜地はカヤを生やしてカヤ

場にして、比較的緩斜面で作っていっきょる感じ。傾斜地の

畑を維持していくのは大変で苦労がかかる。利点はなあ、水

捌けがええんと祖谷は標高が高く昼と夜の寒暖差が激しい

ので雑穀作るのには向いとる。作物によったら、おいしいも

んができる。なんでこんな所でしよるんでって言われたら、

先祖代々畑を守り続けてきたことかな。

　今、三好市でジオパーク構想をやっているやろ。ここら辺

も全部、昔、山が崩壊した跡に人が入ってきて崩れた岩を集

めて積み上げ屋地を作って家を建て、その周辺を田畑にした。

普通だったら畑も石を積んで緩くするんやけど、斜面を全部

使うことで、利用する面積が広くなる。そのままの状態だっ

たら土が流れ出る。土を流さないようにカヤなどを土に混

ぜたり、下の土を持ち上げたり、長い年月を掛けいろいろな

工夫をしてきた。

　そういう、先祖が苦労し作ってきた田畑、まあ田んぼは無

くなったけど、畑を放ってしまうっていうのは先祖に申し訳

ないちゅうか。そういう使命感で皆な守ってきたと思う。利

益を求めるんやったら傾斜地でやるのをやめて、平地で大型

機械を使ってやらないと無理です。地域を守る気持ちが祖谷

に住んでいる人は強いと思う。子供は学校を卒業してそのま

ま都会で就職して出て行くので、畑を作りたいけんど後継者

がおらんので、どうしようもないというのが現状です。

　昔から東祖谷の人は、作った物を売るんじゃなくてあげる

文化なんでよ。親戚に配ったり、近所に配ったりだとか、訪れ

た人にあげたり。商売とかではなく、物々交換的な文化が今

も残っていると思う。

　昔から東祖谷の人は難儀（苦労）して暮らしてきた人ばか

りなので。皆なで助け合って、少ない物でもみんなで分け与

えてきた、そういう習慣がずっと続いてきたから商売は下手

やな。人情は人一倍厚い。今はな、畑を続けたいけど高齢で

どうしてもできない。それとな。もうひとつ、昔は鹿とか猿と

か獣害が無かったんやけど、ここ十数年以上になるかな。畑

を全部、柵で囲わないと作物は作れなくなった。そんなこと

で、だいぶやる気を無くしている人が多いのかな。

　昔は、ここら辺一帯、見渡す限り畑で近くに木とかは無か

った。食べていかないかんきに、どこの家でも作れる所は全

て畑だった。昭和30年代とか40年代とかは自給自足の暮ら

しで、唯一の換金作物と言えば葉タバコ。久保集落でも葉タ

バコを盛んに栽培していた。この頃が東祖谷でいちばん畑

が多かった。

　小さい時はな。子供は勉強より家の手伝いを重視されてい

た。夏休みは葉タバコが最盛期で、子供達が手伝いよったん

よ。どこの家もな。だから、勉強せぇと言う言葉は聞いたこと

は無かった。仕事せぇばかりだった。だから夏休みはない方

がよかった。早く学校に行きたかった。家にいたら使われて使

われてするからね。今辛抱強いのはこの頃の体験からきとる

んかも。葉タバコが終わったらソバを蒔く。一面のソバの花が

きれいだったなあ。とにかく葉タバコは大事にしよったねえ。

まとまったお金と言えば葉タバコを専売所（旧専売公社）へ

祖谷雑穀生産組合

先祖代々受け継いだ農業 商売下手な地域

杉平さんの紹介

ソバの花ソバ畑の様子

みんなでつなげていくもの
～ヤツマタを中心とした雑穀の継承～

聞き手 ： 川人 すばる / 田野 温大 / 峯本 真由子 （徳島県立池田高等学校 探究科2年）
杉平 美和（三好市東祖谷）
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納付した時ぐらい。その当時はね。お金の支払いも年に1回

の支払いでいけたきに。店もすべて、ツケで買えた。専売所

で税金から店のツケから一年間分払うたきに、家に持って

帰るお金はほとんど無かったんだよ。

　傾斜地では雑穀の生産性が上がらんきに、それを加工品

にして商売するって言うんで、地元でいろいろな商品開発を

しとんじゃけどな。以前日帰りツアーがあったんじゃけど、

あんまり利益につながらんしね。ちゅうんで、するんだった

ら東祖谷の古民家等で宿泊をしてもろうて、雑穀の栽培や収

穫、観賞、雑穀料理を食べたり作ったりする体験をセットにし

た企画をしたいと活動をしよんじゃけんど。

　祖谷は結構、観光で有名なんじゃけんど。今は大きなホテ

ル等で泊まって、祖谷の方へ入ってきて観るだけで帰るちゅ

うんで。東祖谷に住んで維持活動している人には、なんちゃ

恩恵がないんで。活動をしている地域の人にちょっとでも恩

恵が受けられるような取り組みをしています。

　雑穀って昔から祖谷に適しとるんかな。米の代わりに雑穀

食べてきょったけんど、傾斜地にも適しとるし、作りやすい。

種を蒔いて収穫するまでは手作業でやるんでちょっと大変

じゃけんど。工夫するちゅうたら、風吹いたり雨が降り続い

たりした時は倒れるからな。茎を束ねて3株ぐらいを一緒に

くくったりしよるんじゃ。支柱しても茎が途中で折れてしまう

けんな。

　痩せた傾斜地には化学肥料はあんまり使わん。土が硬く

なるけんな。この辺ではコエ（乾燥させたカヤ）を入れる。そ

したら土の中がふわふわの状態になり、腐ったら肥料にもな

っりょる。雑穀は痩せた土地でも育つきにええんじゃ。

　雑穀に鳥獣害はウサギや鹿、それと鳥だね。鳥は雑穀が大

好物なんで。特にアワ、ヒエ、コキビはね。ネットで囲いよった

んじゃけんど中に入ってくることも、あったきにな。今は、タ

マネギのネットをかぶしとるんじゃけど。鳥が食べるより先

に収穫するか、ネットするしかないね。猿は雑穀は食べんな。

ここの畑も去年、市の補助金をもろうて電気柵をしたんじゃ。

それまで雑穀以外の物は食われてしもうて、猿の餌を作りょ

んと同じだった。今はちょっとましなけんど。結構対策をせ

なんだら祖谷では作物はできん。まあ池田も一緒やけんど

な。もうなかなか難しいになってきよる。

　これな。ヤツマタの加工食品パンケーキを作ったやつ。

　東祖谷の雑穀の料理はな、やっぱり祖谷ソバ・ソバ米がい

ちばん多いかな。また、よう使うのは団子と餅かな。ヤツマタ

は食べなんだけんど、ばあさんや親は食べとったそうな。我

々が最初に栽培した時に、お年寄りに「おまえら、そんなまず

いもん何で作るんな」ってよう言われた。確かに昔の団子は

ジャリジャリして、旨うなかったそうな。そのころは石臼で粉

にしよったきに粉が粗かったと思う。今とは全然違うよ。こ

れ（粉を指して）で団子作ったら結構旨かったよ。昔は米が貴

重なものやったから、食事の前に必ず団子や芋を食うて腹

をおこしょった。ヤツマタは、創作料理や雑穀パンなど、いろ

んなもんに使える。

　これが（アルバムを指して）昔のヤツマタ団子、色もこんな

に赤黒かった。これが昔の祖谷のうちちがえ雑煮。正月に食

べとった雑煮こんなかったんよ。大きな豆腐とまいも（里芋）

だけで腹がおきた。昔の人は今と違って腹持ちのええもん

ばかりを食べよった。今はな、食も変わってしもうて雑穀は

健康食として見直されてきている。今の子供は旨いもんを食

べ過ぎるんで、雑穀を食べた方がええな。

　結局、ある程度利益をあげていかないかんし。地域に何か

出来たらええちゅうか。ほんで、雑穀。幻の雑穀ヤツマタを使

うこと。今、収穫量がよう採れて100kg、結構これって人気

あるんでよ。ほしい人ようけおるけんど。こういう状態（種）

で売っても値段的に数十万円なんで、採算がとれない。ほな

きん、さっきいよった地元で泊まってもろうて、体験する。こ

ういうもんをお土産にしたり、食べてもろうたりしたら利益

も少しは上がるし、いろんな人との交流もできる。付加価値

を付けなんだらいかんちゅうこと。

　その為に昔からの食べもんだけではなく、現代風に食べや

すくした商品開発に取り組んで、料理研究の先生を呼んで、ヤ

ツマタの創作料理を試行錯誤して、いろんな商品が出来あが

っていっきょる。とにかく地域でそういうもんを作って行こ

うと。まあ、量も少ないし、手作りなので値段も高くせんと利

益も上がらんし。ほなから、健康食品として、また、雑穀をど

んな所で作りょんか。価値の分かる人に販売している。まあ、

東祖谷に来てもらわなんだらな。

　ヤツマタの商品を東祖谷のブランド品として売りだそう

ちゅうこと。どの商品にもヤツマタを入れようと思ってね。

ヤツマタは祖谷の固有名詞みたいなもんで学名のシコクビ

エで呼んでもだれっちゃ知らんのじゃけんど、ヤツマタって

いうたら年寄りは皆な知っとるきんな。今な、東祖谷の雑穀

をスローフード味の箱船に登録するちゅうて、こないだ決ま

った。そのヤツマタが入っとる。

・・・ヤツマタパンケーキですか？そうやね。

　雑穀の可能性っていうのは、やっぱりなあ。さっきいよった

健康食品、都会では健康食として雑穀が見直されてきよる。

それから観光資源のひとつかな。雑穀に触れてもろうて、食

べてもろうて、ちゅうのがいちばんええな。ほなきん、雑穀の

里みたいのを作って、傾斜畑と雑穀をもっと売り出したらえ

えんちゃうんかな、祖谷で何も考えんと何日か滞在してゆっ

くり、のんびり過ごすのも、ええんじゃないかな。

　今度な。文化庁のほうから「食文化ストーリー」っていうて、

にし阿波地域の雑穀食が文化財保護法に基づく無形の民俗文

化財の登録に向けた調査研究があるんよ。雑穀の食文化が文

化財に登録されたらすごいだろうなあ。東祖谷と雑穀を売り

だすチャンス。それからな。雑穀は痩せた土地でも、どんな環

境にも適合しやすい救荒作物で、戦後の食糧難の時には全国

各地で作られてきた。ほなきんな。これから地球温暖化で気

候変動が起きた時の食糧の救世主になるんとちゃうんかな。
東祖谷の雑穀農家と害獣・自然との闘い

ヤツマタパンケーキ 雑穀の可能性

ヤツマタのパンケーキヤツマタとバターのおやつ

手入れも気を使いながら

ヤツマタの収穫

ヤツマタは粒状祖谷のうちちがえ雑煮
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　後継者、私の子供も息子二人おるけど、畑せえったってせ

んです。私も80才までは出来ると思うんで、まあ。それまでに

は手伝ってくれるでしょう。

　これから定年も65才まで延びるけど、第一線を退いた人が、

農業とか、地域を守る活動に加わってくれたらまだ20年ぐらい

は継続出来るんじゃけんどなあ。今は下の世代じゃなくて、同

年代の仲間が増えてくれたら、ええなと思う。若い人に畑やれ

ったって、収入がようけ入ればやる人もおるけんど。こういう山

間地で畑せえちゅうても、苦労するだけじゃ。なかなか若い人

がやろうちゅうのは、めんどいことだ。

　ほなきんな。古民家等を利用して宿泊体験型の事業をやれ

ば何人かの若い人が東祖谷で生活できるんじゃないかな。ほ

んで、たまに農業手伝ってくれたらええな。祖谷にも空き家が

ようけ出来てきよる。どこか空き家を借りて直して、寝泊まり

できる施設を無料で貸して、山間地を応援してくれる人がそ

こで数日滞在して協力してくれたらええなあ。定年した人や、

まあ仕事持っとってもええけんど。修理するのは行政の力は

ちょっとほしいな。

　ボランティアは、今はな。徳島大学から内藤先生や学生さ

んがよくきて手伝ってくれています。以前県の支援で国際ボ

ランティアが1週間泊まり込みで農業の手伝いをしてくれた。

2回目以降はコロナで中止になった。

　それからな。西祖谷山村に鳴門から若い女の子が移住し

てきとって、その子もよく手伝ってくれる。ほんで今度、東祖

谷にも千葉県船橋市から一人、今月の22日に移住して来る

子がおってね。それも30代の女の子、祖谷が好きなちゅうて

ね。そういう子がぼつぼつ増えてきだした。今度、皆なで屋根

なおしたり支援するようにしとる。

　東祖谷もようけ集落があるんじゃけんど。集落自体いろん

な行事が出来んようになってきた。もうちょっと若い人がお

ったらのうや。今は社会全体がお金で、「もの」で豊かな時代

じゃきん。人のつながりちゅうのが無しになってきた。東祖

谷でも感じる。昔は貧しかったけんど、人が助け合って人情

が厚かった。ほなきん、「もの」の豊かさを求めて山間部から

都市へと出て、便利な暮らしをする、隣近所の付き合いもせ

ん人がようけおる、そこら辺を変えていっきょらな。祖谷だ

けじゃなく、全国各地の山間地域がダメになる。コロナや地

球温暖化でいろんな災害が起こるようになってきて、ちょっ

とは気づき始めた人がいる。これは国全体の問題。やっぱり。

小さい頃からの教育がものすごく大事だと思う。学校教育を

変えて行けばもう少し良くなるのかも。我々も小・中学生に

総合学習の時間で教えているよ。でも、これは難しいな。

　まあ、頑張れるうちは我々が頑張らないかん。地域の魅力

を伝えないかんしな。住む人が減っても、さっき言よった、時

々人が入ってきて、観光でもなんでもええけんど、そういう

交流人口を増やして、今おる人達が協力して、少しでも楽しい

に出来たらな。我々は地域の手助けと今あるもんを、なんと

か維持していくこと。ほなきんな、これからの若い人に社会

を変えていってもらえたらええと思う。

でもまあ、いちばんに我々の仲間がなあ、楽しいになるちゅ

うのがええな。

[取材日：2021年8月19日・10月16日]

Profile
…………………………………………………

地元農業者とともに「祖谷雑穀生産組合」を設立、在来雑穀種の生産及

び傾斜地農法の保全を行い、雑穀を活用したイベントの開催や地元在来

の幻の雑穀「シコクビエ」の生産販売に力を入れている。地元小学生へ

の傾斜地農法（コエグロ作り等）の指導を行い、次代の担い手育成に尽

力している。

略歴

杉平 美和 （すぎひら よしかず）
◇生年月日：昭和33年3月4日
◇年齢：63歳（取材時）

地域を見つめた取り組み
◆ 取材を終えて ◆

　私はこの聞き書きに参加するまで、自分が住んでいる

ところの近くで、地域の農業についてこんなに深く考え

楽しく活動している人たちがいることを知りませんでし

た。今回、杉平さんにお話を伺い、東祖谷雑穀生産組合の

活動を詳しく知って、この地域の傾斜地農業に対してさ

らに興味がわいてきました。山の急傾斜地での農業と聞

いて「大変そうだな」と思う人もいると思いますが、この

聞き書きを読んで興味を持ってくれる人がいたら嬉しい

です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （田野 温大）

…………………………………………………………………

　

　私は課題研究の授業の一環として、東祖谷の杉平さん

のお宅にお話を聞きに伺いました。家族のことから始ま

り、雑穀生産組合のこと、子ども時代のこと、東祖谷のこ

と、雑穀の栽培・加工・商品化についてなど、さまざまな

お話を聞くことができました。レコーダーに録音したも

のを文字に起こすのは意外に大変で、時間のかかる作業

でしたが、とても楽しかったです。この聞き書きを通して

得た経験をこれからの生活に活かせるよう努力したい

と思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （峯本 真由子）

…………………………………………………………………

　

　聞き書きをするまでは、祖谷地方に雑穀を育てている

ところがあるという曖昧なことしか知りませんでした。

しかし、聞き書きを通して、雑穀をどれくらい育てている

のか、どういう現状か、どういう味がするのかわかりまし

た。ヤツマタはおいしくないというのを昔の人が言って

いたようですが、食べさせていただいたヤツマタパンケ

ーキはすごくおいしかったです。雑穀はおいしいという

ことがもっと全国に伝わって、雑穀が今、危機的状況で

あることも知ってほしいと思いました。

　　　　　　　　　  　　　　　　　　  （川人 すばる）

左から 田野 温大 / 峯本 真由子 /川人 すばる畑の様子

見学中
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　昭和23年、1月6日生まれ。もうすぐ74歳。

　ここは、傾斜地農業による世界農業遺産の認定地。その山

に住んどる、“まあくん”って覚えといて。ここは、東山の内野

といいます。暮らすのには最高なところ、生活するのには、ち

ょっと厳しいところ。この家は、私で12代目。300年以上も、

自給自足の生活をしながら子育てして世代交代してきたわ

けですね。こういう田舎暮らしが、なんでいいんだろう？･･･

いうような質問には、これからもどんどん応えていきたい

と思うてます。

　自分が名人っていう自覚はなくて、人並やな。まあ真面目

な向上心はある。何かにつけてもそれを突き詰めてこう、や

ってみようやってみようと思う。まだまだ人生終わっとらん

感じやな。傾斜地農業、民宿、狩猟。前へ前へ、新しいことに

チャレンジしとる。ボクは長男に生まれたら、ここであとを

継がないかんという認識で、高校卒業して、一生懸命お袋と

ここで農業しよったけど、「このままではイカン！」思て、転々

と、いろんな仕事をやってきた。この辺でおったときは、箸蔵

にドライブインてあったんじゃけども、ドライブインの支配

人を6年くらいしよった。それから、ボーリングが流行ったと

きにはボーリング場でも働いて。ほんで、勤めとったその会

社が、今度は韓国で縫製事業を立ち上げるっちゅうんで、韓

国へも指導に行っとったこともある。

　それから30歳ぐらいかな、子どもができて。子ども4人お

るんよ。女、女ときて、どうしても男をこしらえなイカンなっ

て、男こしらえた。そしたら、それが双子だったんよ。ほなき

んまぁ、4人おるんじゃけどな。ちょうどその時は、勤めはな

んもしてなかったんよ。ほやから、ここで農業しながら、木切

ったり山の手入れしよった。山いっぱいあるからな。

　山の手入れしながら、独学で「宅地建物取引士」の免許取っ

て、不動産屋の仕事しながら、34歳から保険業、営業のセール

スもやった。定年までね。その頃、経済もがんがん成長しとっ

たから、営業なんかすればするほど、なんぼでもとれた。おか

げで、子ども達も、東京とかの大学へやれましたけどね。せこ

かったけど、子どもの為と思えば、生き甲斐にもなってたなぁ。

　60歳、定年になってから、地域や役場の人、いろんな人の

力を借りて、今の生業を作ってきた。農協じゃの、森林組合じ

ゃのそんな役員とか組合長しよる間に、あちこち会に行くだ

ろ？それで、「そらの郷」から「民泊家庭」募集しよるよ、でき

んの？･･･っちゅうんで、広い家あるのに、そりゃ「やっちゃ

るわ！」ってそんな勢いから始まったんよな。あの時、あれが

なかったら、こんなことになってないな。

　やっぱり機械化ができんのよ。すべて手作業かつ少量多品

種やけん大変よ。大量に生産ができないんで、生業としては

大変難しい。販売するにも経費がかかるわけで、大阪に持っ

ていくのに手数料に36％も取られる。ハウスつくって、高品

質なシャインマスカット、メロンとかを作っていく以外にな

いんじゃないかなぁ。手元に利益が残ってくるような高価な

農産物栽培。雑穀、いも類だけで販売農家の生活は難しい。

　ただ、世界農業遺産として見方を変えると、この傾斜地農

法が人類史上珍しいもので、この豊かな自然の中にあって、

農作物を含めた自然の移り変わりが、むちゃくちゃ楽しめる。

　これを材料にコミュニケーションできることなんかも最

高よね。この山の向こう見よるだけでも、春は桜、夏新緑、秋

紅葉、冬雪景色とかね、そういう季節の移り変わりで、いろん

なことを感じられる、それがもう最高。

　世界農業遺産、山の寒暖差みたいな複合的な要因で、「平

地の野菜より美味しい！」というのも、確かに感じられます。

　ボクは、ポン酢とか漬物とかいろんなものを自分で作っ

ている。保存食として、たくあんのぬか漬けでしょ、梅干しで

しょ、らっきょでしょ、それからきゅうりの漬物もしとくんで

すよ。ほれから、干し芋とか、まあトマトも乾燥したり。

　これからは、6次産業化を進めていくことが必要と思って

て、今まさに、レトルト(イノシシ肉)のジビエカレー製品化に

向けて取り組んでる。

　みんなは、遠足とかで、弁当持っていくじゃん？山で食べた

ら美味しいと思わんかった？不思議よな。ボクらでも思う。

　ボクらの頃は、麦のご飯よな。麦ご飯弁当詰めてったって、

もうおかずはお味噌だけじゃ。お味噌に入っとる、いりこや

って高かったきんね。大変じゃ。味噌にゴボウつけたりニン

ジンつけたりして食べる。山行て、火焚いてはんごう飯で味

噌まぶして。素朴やけど美味しかったなぁ。あ、お味噌も各家

庭で作んりょるきんな。保存食じゃな。昔は味噌、醤油そんな

んも全部作んりょったきんな。大豆から作ってな。

　継承させるなら、昔の知恵を進化させなイカン。ボクは、な

んでも、YoutubeやSNSで勉強しよる。農業で言うたら、「シ

ャインマスカット」や「アボガド」も始めたし、最近はまっとる、

家族用の「どぶろく」やって、あ～こんなんしたらできるんかっ

て、最近、町で推進し始めた「もちもち太郎」で試してみたよ。

春のやつ入れたほうがちょっと甘みが出てくる感じで、おいし

いかな。今度、すだちも入れてみようと思う。

傾斜地農業の価値観

自己紹介

山の恵み

東みよし町内野集落

ヤマガラ

自然いっぱいの景色

聞き手 ： 岡部 新大 / 仲村 真奈 / 山口 佳乃 （徳島県立池田高等学校 探究科1年）
木下 正雄（三好郡東みよし町東山）

まあくんの生きがい ～山の楽園暮らし～
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　獣害が出だしたのは20年前なんです。こっちはイノシシな

んじゃけども、20年くらい前から急に家の下までイノシシが

出て、作られとる畑全部荒らされだした、この集落すべてが。

　これはいかんな、誰かが免許取って、守りをせないかん。ど

んなにしたらいいんぞ？と、県にも問うたりした。ほんでボ

クも勉強に行って、モンキードッグ飼うたり、防護柵の知恵や

らなんやらを皆に伝えて、色々取り組んだ。

　さらに、ボクは若い方やけん狩猟の免許を取った。銃や罠

やな。今はそれが、地域のために役立っとると思う。

　その恩恵が、自分にも返ってきたということかな。ここで、

「田舎料理がおいしいけん来てくださいよ～」ったって、誰っ

ちゃ来てくれん。唯一の特徴があるから、来てくれるんよ。そ

れが「猟師のジビエ料理」やな。

　我が猟して、我が処理施設で加工して、それを来てくれた

お客さんに食べさっしょんよ。な！そういうとこ全国的にも

珍しいんよ。普通お肉とか出るけれども、それは処理施設か

ら買った肉を使って出っしょるだけでなあ。

　うちは全部一貫して出っしょんで、今日皆さんが来てくれ

ても、顔見よったら分かる。美味しいか？美味しないか？が

な。だから食べたら本当のこと言ってな。もっともっと研究

するから。ほんで人間って、味には好みあるから。人間の舌っ

てな、育ちによってみな違うんです。みんな育ちが違うから。

みんな違うんですよ。

　ボクは料理のプロでないから、新鮮な素材を最適に使い

よるだけで。赤ワインで煮て、こうしてこう、みたいなのよう

せんのでな。とにかく素材そのもので勝負して喜んでもらっ

てます。地域を守るための殺生。そして、生命をいただくとい

うここでしかできない体験教育という価値。

　民宿のお客さんには、修学旅行生から、大学の先生から学

生からその家族、いろんな人が来てくれてるんだけども、人

それぞれの満足度が向上するような取り組みをしていきた

い。また、「民宿うり坊」の田舎暮らし体験を通じて、この地域

の良さ、悪さもあるけど、「ほんもの」を伝えたい。

　集落の維持管理で、今までやってきたこととか、思いも含

めて伝えて、お客さんに喜んで帰ってもらうような取り組み

にしたいと思ってる。

　こやって、皆さんと交流することが要は私の生きがいなん

よ。老後の生き甲斐。めちゃくちゃ楽しんよ、今。こんな山奥

に住んでて、都会からたくさんの人が来てくれる。そんなこ

と今まで考えたこともなかった。非常に楽しい。今はもう心

がめちゃくちゃ楽しい。ええ顔しとるだろ？表情ええだろ？

人生めちゃくちゃ楽しい。老後にこんな楽しいことがあって

ええんかなと思うぐらい楽しい。だから、皆さんも楽しみな

がら生きていく方法があれば、何でも、めちゃくちゃはかど

るし、自分の身になる。人生が楽園じゃ。

　ボクも、一度家を出た身、その時は、こんな農家や民宿な

んか、そんなことすることになるとは思いもよらんかった。

　4、5日前にも、大学の先生が5人来てくれて。年に2回も3

回も来てくれるんじゃけど、いろいろ話聞いたりしながらご

飯食べて。ここで梅酒作ったんよ。タブレット出して、自宅に

いる、京大の有名な教授とリモートで繋いで、こっちの先生5

人とリモート飲み会しだした。デジタルの時代やなぁ。だから

Wi-Fiの1つにしても、満足度に関わる。そりゃ、施設が整うて

ピシっとしてホテルみたいな至れり尽くせりという、そこま

では出来んけんどなぁ。

　ここでは、田舎だけど通信速度でカバーして、都会が近い

みたいな感覚が生まれる。デジタル田園都市みたいな政府

の構想があるなぁ。うちも今までのリアルを越えた楽園を提

供するようなことが、何かできんかと思う。次の夢じゃなあ。

　一般の大人って、1時2時までやっぱり、アルコールするでし

ょ？ボクたち寝るのは、お客さんが寝てからになるから、1時

～2時になる。でも朝食は8時だから、5時に起きないかん。

　そこが大変かな。あと、今日明日で、始末せないかん農業

ができんようになることがある。そうなると、収穫するもの

が半減する場合があるわけ。例えば、雨の前に何とか収穫せ

なあかんなぁ･･･と思いよっても、その時、お客さんが来て、

収穫しきれなかったことは結構ある。

　今年みたいに雨が続くと、もう、作っとるもんが傷んでし

まう、くさってしまう。だから、時期時期でせないかんことが

できなくなることは、せっかく作ったのに･･･と思って、ちょ

っとさびしくなる。まあ、災害級の自然や突発的な客を除く

と、来客と農業のスケジュールを調整していくきに、慣れたら

結構いけるけどな。

　ボクの取り組みは、地域活性化を図る、という意味があるん

ですけれども、外部から人を呼びこんで、ここで地産地消して

もらう以外に、この集落を維持するのは難しいと思っとるん

よ。年寄っとる、獣害がある、畑も荒れとるところが増えてき

よるじゃない。そのうち、水、道路も管理できんようなる。

　ここで作ったものを食べていただいて、そしてお金を落と

してもらう。その積み重ねで、若いファンができて、ここでお

ってくれる可能性も僅かに上がるだろうし、それによって野

菜を作ってくれる人も出てきて、農地も守られ、鳥獣も減ら

せる。この集落で5～6件、ボクがしよるようなことをしてく

れだすと、もっともっとにぎやかになって、変わってくるんじ

ゃないかな？

　とりあえずは、楽しくしているということを集落の人に見

せることが今は大事やなと、いつか、できる時期がくれば、一

緒にやってくれるんじゃないかなと。

　幸いして、今ボクここの地域の自治会長っちゅうのをさし

てもらんよるだけにそういうことをいろいろ皆さんに、ちょ

くちょく話していっきょるんです。地域の防災とか環境美化

というものをテーマにもって。

　ちょっと集落上がってきよったら木切っとったんやけどあ

れも全部、わしが木切る交渉して切ったりな。

　ヤマガラって小鳥の世話な。五月に巣箱作りみんなにさし

て、巣箱をみんなに渡して、餌をやって、どこにでも鳥がくる

ような環境で、今、月に一回は生態調査をして、第一日曜日の

朝8時に皆5分間だけ、ヤマガラなんぼおるかみてもろて、な

んぼ生息しよるかな？みたいな。

　そういうこともやって、集落を一つにするようなことを仕

掛けていってる。ボク一人がやったって集落守っていけんけ

んね。みんながひとつにならないとね。

　「ポツンと一軒家」って、今人気やけども「集落一軒家」にな

ったら、こんなところに住めんわな、人間は弱い。集落に仲

間がいるから心強く、助け合って楽しく一緒に生活したいと

思える。そういう田舎暮らしの真実を体験してもらう。

狩猟・ジビエの真価 民宿「うり坊」

宿経営の苦労

集落の維持に向けて

捕獲したイノシシ ジビエ肉自宅敷地内の食品処理施設

ジビエ料理
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　今回の二泊三日の活動で初めて聞き書きに挑戦しま

した。どういった感じで進行すれば良いのか最初は戸惑

ってしまいましたが、そらの郷の皆さんや木下さんの支

えがあり、なんとか先に進めたと思います。

　実際に文字に起こす作業は想像以上に大変なもので

した。力不足なところはありましたが、自分達がやれるだ

けの事をやりきったと思います。木下さんの考えや生き

方をこの学習を通して多くの人に知ってもらえる作品に

なったらうれしいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡部 新大）

…………………………………………………………………

　聞き書きをやったのは初めての経験で少し難しかった

です。特に質問するのが難しくて最初はあまり質問をす

ることもできませんでした。名人についてのお話を聞く

のは楽しかったです。木下さんのどんな事にも挑戦し続

ける姿が印象に残っています。今回、聞き書きをやってみ

て、知らなかった事を知れたり、たくさんの人に出会うこ

とができたのでよかったです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（仲村 真奈）

…………………………………………………………………

　私は、聞き書きをするまで木下さんが獣害駆除をして、

それをジビエ料理にして提供しているということを知り

ませんでした。聞き書きをすることで、今まで知らなかっ

たことを知れたり、人と出会えたりすることができたの

で、聞き書きをして良かったと思いました。

聞いた話を、文字に起こすのは初めてで大変でしたが、

自分が聞けて良かったと思う話を他の人達にも知って

もらうために、頑張る事ができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山口 佳乃）

　冬場の狩り「猟」。イノシシとったり、シカとったり。これ元

々、地域を守らないかんっちゅう責任感みたいなもんしかな

かったけれども、いつの間にか、一種の趣味にもなってきて、

今、こうやっておいしく食べていただくようなことにも繋が

ってきとんじゃけどな。

　う～ん、結局、農業も趣味と言えるよ。･･････つまり、考え

たら、生きとること自体が趣味にもなっとるわ。

　今、ボクが、70年間で培った能力あるだろ？いろんな経験

したけん。これを自分の子どもや孫に、全部植えつけられん

かな？と思う。ほんだらその子はまた、そこから自分で経験

を増やしてくじゃん？そんな遺伝継承ができたら、もんのす

ごい人間になれへん？それほんま、先端テクノロジーで研究

してくれへん？

　世界農業遺産の農法なんかは格段に進化してしまって、貧困

や気候変動を無くすかもよ！

人生は趣味

未来志向 Profile
…………………………………………………

［取材日：2021年8月16日・9月23日］

木下 正雄 （きのした まさお)
◇生年月日：昭和23年1月6日
◇年齢：73歳（取材時） 

鳥獣害被害防止に積極的に取組み、捕獲したシカ肉・イノシシ肉の処理

施設を設置し「民宿うり坊」でバラエティに富んだジビエ料理を提供し、

消費拡大に寄与している。民宿や体験型教育旅行の宿泊者等を対象に、

そば打ち体験を実施するなど、宿泊者との交流活動を通じて地域の活

性化に貢献している。

略歴

◆ 取材を終えて ◆

左から 岡部 新大 / 仲村 真奈 / 山口 佳乃

◆ 取材を終えて ◆

手の込んだ最高のおもてなし（笑） 「ツッパリ木」

民宿うり坊の前にて撮影

木下さんの功績ともいえる猟の証

そば打ち体験
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　子どもの頃なあ、まあ農作業やは、中学校とか小学校の高学

年のときには、農作業の手伝いしたりしよったからな。

　大変っていうか、遊ぶ時間がなかった。放課後がない。忙しい

農繫期とかは、学校終わったらすっと帰ってきて、手伝いする。

それが自然じゃった。みんな、周りも。小学校の頃の遊びは、めん

ことか、ビー玉とか、ほれから、竹馬とか、缶蹴りとかもした。近

隣に子どもがいっぱいおったから、新聞紙を丸めてぐるぐる巻

きにしたソフトボールみたいなもん作って、チームで対抗戦した

りとかしよった。新聞紙で作ったボールだったら、手で打てるで

ぇな。バットでなしに。そんなに飛ばんけん、広い場所がいらん。

我々のチームは「丘の上ホーマーズ」って昔ドラマにあった名前

付けとった。我々の子どもの頃は、遊びを作っていった。山へ入

ればターザンしたり、ブランコも自分で作り、遊びとしては･･･

そうやね。他にないから。テレビが入ったのも中学校くらいにな

ってから。近所の学校の先生の家に、ここらで初めてテレビを買

うた。そしたら、もうみんなが同級生とか誘い合わせて、行って

見せてもらうんよ。相撲があるとか、プロレスがあるとか言う

たら。今考えてみたら、迷惑やったろうなあと思う。ただこっち

は見たい一心で。「快傑ハリマオ」とか、夢中で見た。

　旧の8月26日には、三頭神社で廻り踊りがあった。神社の境内

の真ん中で、火たいて、音頭出しさんがおって、周りをぐるぐる踊

って廻る。香川にも踊りや唄があって、山越えにこぞって来るん

よ。まだ、道路が通ってないときからな。んで、香川の踊りとこっ

ちの踊りを披露しあったり、一緒に踊ったりした。そういうよう

に、香川とは古くから交流があったんよ。人出も多かったし、盛大

にやんりょった。子どもの時は、それがひとつの楽しみだった。

　子どもの頃家で作っりょった作物は、タバコ、大麦。タバコが

主で、大麦とかいうのは、春作として、秋に蒔いて春取り入れる。

その間にタバコが入っていく。昔は、家族で仕事を分担して、

それをそれぞれが担うっていうやり方じゃったんよね。タバコ

の「芽かぎ」っていう作業があって、葉の所から芽が出てくるん

じゃけど、それを伸ばすと葉に力が伝わらんけん、それは取って

いかないかん。そういうのは子どもでもできるやないかと。家

族で分担がちゃんとできとった。

　収穫したタバコの葉っぱを吊るのも、子どもの仕事じゃった。

持って帰ったタバコの葉っぱを縄に編んで、高いところに吊り

上げて乾燥させるんよ。今は近代的な乾燥機ができたけんど。

昔は、二人で両方で縄を引っ張り合いして、高ーいところに上が

って、吊りこんでいくん。こういう高いところに上るのは、子ど

もにさされた。タバコの葉を縄に編み込むときも、1連について

5円の編み賃くれるっちゅうけん、子ども心に一生懸命やった。

けど、結局それは嘘なんよ。こうやって、農作業のいろんなとこ

ろで手伝いさされた。

　やっぱり昔は各家庭に子どもがおったもんじゃけん、労力と

して頼ってた部分もあるとは思う。

　子どもが主力のとこもあるしな。そういうところは、子どもが

おらんかったら、なんもできん。

　親父の手伝いで、牛を引いたりもしたなあ。まあ、それは高学

年になってからじゃけど。親父が牛に取り付けた犂（すき）※1を

持っとって後ろから耕していく、その前で牛の鼻の頭にあるや

つ、鼻子（はなご）※2って言うんじゃけどな、そこのところをわし

が持っとくんよ。で、それを引っ張っていって牛を先導するんよ。

慣れて牛を使えるようになったら、いろいろな動作、右行け左行

けっていうことをできるんじゃけど、できんときは、鼻子を持っ

て、ずっと引っ張って行く。そういうのをしよった。

　昔は三頭峠を越えて、香川県と「借耕牛」っていうのをやっり

ょった。ここの畑はどこも傾斜地で、トラクターとかそういうの

もない時代じゃけん、どこの家も一頭ずつ牛を持っとったんよ。

　畑を耕すときに、牛を使うて犂でするんやけど、その牛を田ん

ぼ時期に貸すわけ。こっちの牛を連れていって、向こうの人に渡

してこっち帰ってきて、また時期が来たら牛を連れに行くと、お

礼にお米もらったり、お金もらったり。地域全員がしよった。向こ

うにも世話人がおって、どこそこの田んぼにはここの牛を、どこ

そこの牛はこことここが共有で借りる、とかいうて。そういう牛

が行き来する街道じゃった。そういう「借耕牛」も、わしが中学校3

年の時ぐらいが、最後じゃった。その時自分でも、わしが最終の牛

追いかいなって思いよった。そういう時代じゃった。

三頭の廻り踊り ～香川との交流～
さん  とう

かり   こう     し

家族で分担 ～子どもがする仕事～

三頭の廻り踊りの様子 庭からの眺めはとても素晴らしい

ご友人の逢坂さんも交えてお話中

※2 牛の鼻周りについている物が鼻子 朝日町歴史博物館より引用

※1 犂（すき）

子ども時代
＝Ⅰ子ども時代から中学校卒業まで ＝

「借耕牛」

聞き手 ： 秋田 紋花 / 藤河 千智 / 森 花音 （徳島県立池田高等学校辻校 総合学科1年）
久保田 正和（徳島県美馬市美馬町）

多少の浮き沈み それも人生
～山人の里で『百笑一起』の想いと共に～

ひゃく   しょう     いっ       きや ま ん と
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　70年も生きよったら、多少は浮き沈み、波風はある。人生の転

機みたいなもんもあったよ。

　中学校卒業で大阪の方へ就職した。ほんで大阪の会社の支社

が徳島の美馬にできたもんじゃけん、そこへ帰ってきたんよ。ほ

んで、ある程度して、また大阪の本社の方へ行って、それから、20

歳ぐらいで、もう農業するって辞めて帰ってきた。農家の親父の

ところで農業するのは、えらい辛抱があったんよ。

　金くれへんし、小遣いはないし。それでも友達は飲みに行かん

かって言うし。

　23ぐらいから50歳ぐらいまでは、タバコを主として、農業が

できん冬の間は、出稼ぎ。この辺の男の人は全員出稼ぎに行っき

ょった。大阪の方へ、毎年ね。会社の寮で寝泊まりして。

　高度経済成長で需要もある、生産も能力がまだ足らんから、

人をようけ受け入れよったんじゃ。田舎もだんだんと車の社会

になっていっきょって。土木工事にしたってな。高速道路ができ

だしたり、オリンピックじゃ、万博じゃって言うて、一気に持っち

ゃがって行っきょった時代だったんじゃ。1日働いたら、その働

いた分だけ現金で受けとんりょった。

　5ヶ月なり、6ヶ月なり、そんだけ働いて帰ってきたら、その金

で生活できるんよ。家の農業はじいちゃん、ばあちゃんがして、

若いのは出稼ぎに行く。ほんで出稼ぎから帰ってきたら、即農業

の方へ力入れていくっていう。それが当たり前の時代だったん

じゃ。

　タバコの葉は2種類ある。在来種の阿波葉は、刻みタバコ用。

黄色種は紙巻き用。タバコは、ここの基幹作物なんでね。八割の

農家が作っりょったんで。中山間の傾斜地でやっりょるけん、労

働としては重労働なんよ。大面積ではできん。

　公社の人が全部畑を確認して，タバコの株の本数を完全管理

しとったんよ。一反(たん)（約10アール）に2，200本とか決めら

れとって。この畝には何本、この畝には何本って全部。

　ほんで見に来て、多かったら全部抜かされる。民営化になって

も、管理は厳しかったな。ほなけんど、タバコは必ずお金になる。

全盛期には我々も、それで食べていけよったんよ。

　タバコと平行して、早く取れるものとして、大麦を作っりょった。

11月に麦まきして、冬越して春に麦が大きくなりだしたら、その

中へタバコを植えていくんよ。ほんで麦刈りしたら、すぐにタバ

コの方の手入れをする。現金収入がどうしても欲しいから、別も

んにすれば、両方を取れる。一つの畑で畝を分けていくん。秋、タ

バコ収穫の後は、だいたいソバ。後作。ソバっていうのは、だいた

い60日から70日ぐらいで収穫できるから、8月のお盆後に蒔き

付けしても取れる。それぐらいまでにタバコを取り上げる。

　タバコを作っりょる間は、この時期には何の作業をやるって、

もう決まっとった。例えば、急に台風が来て、タバコの葉っぱが

なくなったとかなると、もうお手上げ。ソバの収入っていうもの

はそんなにないんよ。収穫量が少ないもんで。

　だけども、政府の方針で、JT（日本たばこ産業）っていうのが、

健康のためできるだけ吸わんようにとかいう方針になってきて、

耕作面積を減らされるようになった。消費もだんだん無しにな

ってきて。地域がパサッと首切られたような状態。時代の移り変

わり。ほなけん、農業の転換期って、ものすごい苦労した。タバコ

がすんでから、次の作物に転換するのに。2～3年っちゅうのは、

全然、金は取れんかった。何してええか、分からんかった。

　それから、どんどん生活が多様化されて、野菜の需要が高まっ

てきた。大根は徳島県で、うちのが20年ぐらい占めとったんよ。

地域の運送屋さんがおって、徳島市の青果市場まで運んで、さば

いてくれよった。タバコより、よけ取れよった。

　タバコをしもって、畑に肥料、ほれから堆肥、いろんなものを

していくもんじゃけん、野菜が上手くできよったんよ。山の落ち

葉とか。草を刈ってきて敷草にしたり。そういうのが、雑草をお

さえたり、雨が降ってもぬかるまんようになる、今の言うマルチ

効果じゃな。そういうんで循環させていっきょったら、土が肥え

てきて、やっぱりいい作物ができる。

　それでも、野菜じゃけん、どうしても価格が変動してしまう。

タバコと野菜とのローテーションが、うまいこといったら、金に

はなる。ここは準高冷地じゃけん、ある程度の出荷量もあったり

して、うまくできよった。

　一番の転機は、50歳ぐらいのとき「太陽マーケット」を立ち上

げたこと。それは三頭トンネルができて、香川と直通になったこ

とが大きい。それが人生で言う、大きな転機かな。

　「太陽マーケット」を始めようって言い出したのは、わしでな。

せっかく三頭トンネルで香川まで繋がったけん、ここで人の流れ

を止めてやらんか、なんかやろうよって。

　取り敢えず、地域の中心になる人に声かけていくんよ。それで

一緒にやろうかっていう人を集めていくわけよ。そうやって集ま

った人らで「百笑一起」っていうグループを作って。そうやってし

ていっきょるうちに、また違う子が興味持って、一緒にやろうか、

とかいうように増えていくと。

　「太陽マーケット」をやろうとする時は、みんなで一緒に何かや

る、っていう勢いみたいなのがあった。始めはバラックでな。みん

なに手伝うてもろうて、山から木を切り出してっていうのをして。

　ほんでしよったら、どんどんアイディアが出てくるんよな。

　コロナの影響で、この前1ヶ月余り閉めたときには、活気が無

しんなってしもうて、みんな落ち込んどった。集まる場所が無く

なって。今「太陽マーケット」は、地域の情報の発信源だったり、憩

いの場だったり。すごい大事な場所になっとんちゃうかな。

　「太陽マーケット」ができてから、20年ぐらいしてから「山人の

里」ができた。「山人の里」ができたきっかけは、休校になった重

清北小学校を、どうにか利用できんかっちゅうので、宿泊体験施

設みたいなのをやろうかってなったことかな。

　各自治会にとりまとめてもろうて、いろんな人から意見集め

て、話おうて決めたんよ。「山人の里」と同じ敷地の中に、この地

域の集会所みたいなのも一緒にあって、複合施設として校舎を

活用していっきょるんよ。全体で「山人の里」が管理をまかされ

とるけん、上手いこといけよる。「山人の里」に来てくれた人が、

山歩きするとかバーベキューするとかで、人手が必要になったら、

「山人の里」が地域の誰かにお願いして手伝って貰うたりもしよ

る。敷地内にピザ釜があるんじゃけど、ピザ焼くとなったら、自分

とこの野菜持って来てくれるしね。地域の人たちが、自分たちで

作った農作物を活用して、お客さんと直接接する場として使える

のがいい。

　「やまんと」っていう言葉は、山子（やまご）っていう意味。山の

子と書いて山子。山の上のもんが平坦へ降りていって，知らんこ

とがあったら、「やまんとやけん、知らんのや。やまんとが。」って

言われよったんよ。あんまりいい意味ではない。「やまんと」って

いう名前をつけたときに、何人かは、首傾げたわ。

　ほなけんどな、わしらの親父みたいな人がおって、その人が「え

え名前でないか」って。言葉の意味を逆手に取ったんよ。

　逆手に取るっていうところは「百笑一起」にもあるんよね。百

人が笑って、一つ起こす、という部分は、みんなでふぁーふぁー言

うて、酒酌み交わしもって、笑顔で一つ一つ考えていこうよ、って

いうのが「百笑一起」の名前の由来。

＝ Ⅱ 中学校卒業から50歳頃まで  ＝

「太陽マーケット」の創設 ～一番の転換期～

タバコと大麦

タバコ栽培の転換

大根 ～畑の循環～

「山人の里」の創設

「山人の里」「百笑一起」名前の由来

管理下のタバコ栽培

出稼ぎ

人生の転機 ～浮き沈み～

＝ Ⅲ 50歳頃から現在まで  ＝

三頭トンネルの出入り口付近にある太陽マーケット 山人の里

太陽マーケットの中で説明を受ける
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　今の農業のメインは、野菜を作って売る。ある程度の量を作れ

ば、市場で売る。少量多品目で、所属しとる産直が何軒かある場

合には、もう、当然産直で売る。我々も嫁はんと夫婦二人でしよ

るもんじゃから、1人が配達に出たら、1人の重労働になってし

まうんで、畑をいつまで維持できるかは分からん。

　ただもう、今度は高齢化になって困っとる。後継ぎがなかなか

おらんのよ。経営していく人がおらんようになる。一人でしても

かまわんけんど、手伝うてくれる人が隣におるとか、トラクター

でひいてくれるとか、そういう人がおったら、どうにかできる。

ほなけんど、そんな人がなかったら、ちょっと難しい。だんだん

力が落ちてくるけん。これはもう仕方ない。

　修学旅行生は5～6人、受け入れよる。春は関西の方から中学

生、秋は関東からも、高校生が来る。ここの集落全体では、40人

くらいを受け入れよった。今はコロナでお休みしとる。

　修学旅行生が来たときには、宿泊体験であったり、農作業体

験であったり、ほれから、その家の料理を一緒に作ったりする。

まず最初は，生徒みんなと話をする。お互いに自己紹介し合った

りして。子どもと話をして、どんなことをするか決めていく。その

ときの季節におうたことを、その時々に考えてするんよ。

　夏の暑いときなら、流しそうめんでもするかって、朝から竹を

切りに、竹藪に入っていったり。ほんで、昼にそうめん食べて、午

後は農作業するとか。

　農作業を都会の子に教えるのは難しい。農作業はちょっとし

たら、すぐたってくる。ほなけん、飽きささんように、次々と目先

を変えてやる。山で葛（かずら）を見つけたら、ターザンの仕方を

教えるとか。みんな喜んで帰ってくれるわ。コミュニケーション

取れなんだら、来てもらう意味が無い。前に1回、生徒が帰った

後、部屋見に行ったら、窓ガラス割られて、無かったことがあっ

たな。

　今は人との繋がりを実感出来る機会っていうのが減ってきと

るけんね。この地域のお祭りもそうじゃけど、地域全体を挙げて

っていうのが無くなってきとる。頭屋さんとか、総代さんとか、限

られた人だけが行ってするようになってしもとる。そうなると、

どうしても盛り上がりに欠けだした。

　廻り踊りも学校でしだしたらな、最初は地域のみんなが集ま

ってしよったんやけど、だんだんと別の地域の人の方が多なっ

て、地元がおらんようになったんよ。そういう行事とかの維持が

難しくなってしもうて、廻り踊りも無くなった。大勢で集まって

何かするというの自体が出来なくなってきてるん。

　気にかけなんだら、なんもできんと思う。「山人の里」も「太陽

マーケット」も一緒じゃと思うけんど。気にかけて、みんなが何

かせないかんっていう気力、気持ちがあったけん、ある程度こう

できてきた。これからどういうふうになるかは、わしらも分から

ん。ほんま、めんどいんよな。

　どんどん歳が上がるっていうけんど、周りもおんなしなんで。

若い子が入って、とか言うんだったら、我々も活気づくというか、

安心感が出てくるんじゃけんど。同年代前後がやっぱり、そのま

まの状態で進んでいくっちゅうのは、ものすごい不安感がある。

というか、どこで潰れるんや、これっていう。もう、みんなで励ま

しあいよ、今は。

　「山人の里」の管理を任せられる人なら、次々おるんよ。んでも、

「太陽マーケット」の方は、管理だけではいかんのよ。ただ行って座

るだけでは、何の意味もないし、作物を作って出してっていうだけ

になる。この地域だからこそ，維持できよるんよな。みんなが知恵

を出し合って、地域が主導になって形になったからこそ、今に繋が

っとるんよ。我々の北校区は、要するに一致団結派じゃけん。

野菜づくり 修学旅行生の受け入れ

祭りの伝承

後継者がおらん 管理するだけじゃない

Profile
…………………………………………………

[取材日：2021年8月24日・9月25日・10月16日]

みまから、ソバ、豆類、トマトなどを栽培。廃校を活用した体験型宿泊施
設「山人（やまんと）の里」の運営委員会委員長として、都市住民との交
流と地域の再生に取り組み、農業体験、そば打ち体験等の各種メニュー
を提供している。産直市「太陽マーケット」、そらのそばを提供する「三頭
（さんとう）そば処(どころ)竹酔日(ちくすいじつ)」と連携し、地域全体の
所得向上に貢献している。

略歴

◆ 取材を終えて ◆
　聞き書きを通して、人との繋がりの大切さに気づきました。困

った時にはお互い様で、その時は辛くても、後々良い結果として

自分の元へ返ってくる、ということを学びました。また、久保田

さんの諦めない精神も、本当にすごいと思います。私はすぐに諦

めてしまう癖があり、失敗するのが怖い、周りに迷惑をかけたく

ないと思い、なかなか行動に移せないことが多くありました。久

保田さんの話を聞いて、失敗を必要以上に恐れる必要はないと

勇気をもらえました。久保田さんが周りの人達から慕われてい

るのも、すごく納得が出来ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （森 花音）

…………………………………………………………………………

　久保田さんのポジティブな考え方が印象に残っています。百

笑一起を立ち上げたときのお話で、たくさんの人と関わり、アイ

デアを出し合って行動に移していく様子は、とても興味深く、聞

いていて楽しかったです。このような久保田さんの人柄が地域

の人に伝わり、さらに団結していったのだと思いました。

　聞き書きをして、私自身とても成長できたと思います。昔のこ

とにも興味が沸いてきました。昔のことを過去のこととして無

関心でいるのではなく、今の生活は昔の生活からずっと繋がっ

ているのだということを忘れてはいけないと思いました。そし

て、私も自分の家族のこれまでの生活について、聞いてみたい

と思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （藤河 千智）

…………………………………………………………………………

　久保田さんの子どもの頃の話は、今の私たちの生活とは全く

違っていてとても驚きました。ユーモアを交えて話してくださ

ったので、とても楽しかったですし、昔のことに少し興味が湧い

てきました。聞き書きをしてみて、文章を書き起こすということ

は、想像以上にとても難しいと思いました。久保田さんのお話

の中には、難しい言葉がいっぱいあって、本当に苦労しました。

でも、いろいろなお話を聞けたので、とてもいい勉強になりま

した。地域のために何かをすることは、素晴らしいことで、久保

田さんの地区の人たちのような活動を、たくさんの人に伝えて

いきたいと思いました。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （秋田 紋花）

久保田 正和 （くぼた まさかず）
◇生年月日：昭和23年11月22日
◇年齢：72歳（取材時）

左から 森 花音 / 藤河 千智 / 秋田 紋花

みまから お祭りの様子

傾斜畑
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　おばちゃんは、若いときには神戸まで出て行っとったんよ。

　中学校まではここの近くの学校へ行ってて、こんな山にお

りたくないと思って、高校は徳島市内の定時制高校へ行った

んよ。高校を卒業して神戸へ行って、介護関係の仕事をしよ

ったんよ。でも、22歳の時にこっちに帰ってきて、花嫁修業し

てた。それから結婚して、ここで農業を手伝い始めたんよ。一

度は都会に出たけど、結局田舎暮らししてる。やっぱり自然

の中が一番いいんかな。離れてみてやっぱり、田舎の良さが

分かるというか。

　ほうやなあ。子どものときの写真見よったら、笑っとる写真

の方が多いなあ。だけん、明るかったんかもしれん。でもな、寝

たら新しい朝が来ると思たらいいんよ。過去を忘れてな。

　でもやっぱり、1つずつ自分のしたことに自信がついてき

たら、余計前向きになれるんじゃないかな。ほなけん、小さ

い目標立てたらいいんちゃうん。ほんで達成したら「あ。私で

きる子」ってな。大きな目標ってなかなか達成できんけん、達

成感ないでぇな。まあ、ネガティブにならんっちゅうことは、

根が明るいんだろうな。

　ほんで、隠さんのんよ。自分の悪いところもええところも、

全部出してしまうから。

　

　この辺にはス－パーはない。おばちゃんの食料品の買い

物は、もうマルナカさん。おばちゃん、びゅーーーーーーって

行ったら10分くらいで行くから。コロナになって、降りて行

くことが少なくなったから、皆さん一週間分とか買いだめし

ながら。まあ、野菜やそんなのは全部あるから。子どもたち

が下から上がって来るときは、「コンビニもなんもないよ」っ

て言うて、上がって来さす。ほなけん、「おばちゃんが出したも

んを食べなんだら、食べれんよ。」「買いに行きたかったら行っ

てもええけど、往復2時間かかって歩いて行ってきいよ。」って

言うたら、「怖いからよう行かん」とか言いながら、いつも笑

うてます。

　でもまあ、普通に生活する分には困ることはない。車さえ

あったら。だから、だいたい車は1人1台じゃないんよ。おば

ちゃんちには、おじちゃんと、おばちゃんが持っとって、畑用

もあるんよ。畑用も、大きいトラックと、ちっちゃいトラック

と。維持費はたいへんだけど。でも、こういう自然いっぱいの

ところで、空気もきれいな、水もきれいなところでできたお

野菜の取れたてが食べれるという利点はある。

　民宿を始めたきっかけは、最初、町からの働きかけがあっ

たんですけど、おばあちゃんの3年の法事終わったぐらいに、

ああほな、やってみようかなと思って。あとまぁ、子どもたち

と会うのが好きじゃけんかな。自分の子どもが大きくなった

から、今度はよその子どもと接しようって。

　民宿に来る子は、だいたい中学生、高校生。中には大学生っ

ていうのもたまにある。海外から来る人は一般人とかな、大

人になるんかな。

　最初始めたころは、2泊3日が多かったんですけど、この頃

子どもたちも忙しいんか、1泊2日がだいぶ多くなりました

ね。2泊3日おって下さったら、いろいろな体験がゆっくりで

きるから、それが一番いい。

　1泊では、慣れたころに帰るから。だから、作業内容も簡単

なものに、なってしまう。畑の仕事でもね、ほんま、かいつま

んでするから、子どもたちに農業の本当のしんどいところは

伝わらんのかなって。

　昔は2泊3日だったから、道路作業みたいなんもしてたん

ですよ。道の落ち葉を一輪車に入れて、軽トラで持って帰っ

てきて、畑に入れてもらうっていう作業を一日かけてする。

そしたら道路もきれいになるし、畑も喜ぶっていう形で。　

それもまあ、農業遺産として昔から伝えられた土壌改良の

方法なんやけど。1泊になったら、そういうことができない

から、もう、苗を、1人に3本から4本ずつ置いといて、植えて

もらうとか、種まきとか、ほんと簡単な作業しか出来ん。

　後は、食事をメインにして、竹細工で、自分の箸と器を作っ

てもらって食べるっていうふうにしたら、お土産にもなるし。

　そのときに一番会話が出来るから。作業より会話を重視し

てる。

おばちゃんの性格

おばちゃんの日常 ～買い物～

おばちゃんの日常 ～車～

民宿 「安藤（あんちゃんち）」を
　　　　　　　　　　　 始めたきっかけ

安藤さん家近くの高台から眺めた景色

民宿「安藤（あんちゃんち）」前で記念撮影

おばちゃんの若い頃

民宿でのさまざまな体験活動

庭先から自然を眺める

聞き手 ： 桑岡 優李 / 美馬 李音 （徳島県立池田高等学校辻校 総合学科1年）
安藤 洋子（三好郡東みよし町西庄）

みんな大好き安藤さん
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　食事作るから野菜取りに行こうって、籠持って、鋏持って

行くんやけど、畑行って「さあ！ピーマン取ろか。」って言うた

ら「ピーマンどこにあるん？」って言うんよ。

　目に見えとんよね。ほなけど葉っぱが多いし、ピーマンが

見えてない。そういうところから教えなあかん。

　玉ねぎ取りに行って、玉ねぎの土から上のところは、ねぎじ

ゃないですか。それが分からない。

　下に白い玉ねぎがあったときに、「白いけん、これは玉ねぎ

ちゃう。」って。玉ねぎは初めのうちは白いじゃないですか。茶

色い皮の玉ねぎしか知らないから、新しい玉ねぎの、畑にあ

る状態を見てないから。

　「えー！玉ねぎってこんなんだったん！」っていう感じで。

　やっぱり、子どもたちも体験するのが初めてやけど、私た

ちは、それを知らないっていうことが、逆に初体験でした。

　普通と思ってることが全然違うんよね。スーパーで売って

る状態のものしか見てないん。畑にある状態、これを教えな

んだらいかんのやなって。子どもたちが来たときには、こう

いうことを教えるのに重点を置こうって思う。

　体験でも、まあ1週間ぐらい来てくれたら、農作業のたいへ

んさも分かってもらえるだろうけんど、1時間や2時間の農作

業で伝えられるもんは少ない。それよりは、作物の成長過程

とか、そういうなのを見せる方がいい。

　おばちゃんの生きがいになったかなと思う。人が好きで、

人に会って話するのがとっても好きなんよ。おばちゃんは、

目を見て話しながら、下を向いとったり、横向いとる子に話し

かけるん。一言でも喋ってくれたら、そこからコミュニケーシ

ョンが広がる。そうしよる内に、そういう子の方が、後で自分

のこと話してくれたりする。他人だから言えることもあるか

らかな。そこまで関係が作れたら、やったなって思う。

　黙―っとったらな、あの子何考えとんだろかって思うじゃ

ん。だから出来るだけ、喋るようにしよう、恥ずかしくても。だ

んだん、喋れるようになるから。

　でも、今コロナでちょっと休ましていただいてるんやけど、

子どもたちに会えないのが辛いというか。

　今年2年目だったからちょっと慣れてきたんやけど、なん

か物足りないというか。早く収まってほしい。

　「桃ちゃんトマト倶楽部」は、平成18年から13年続けて、も

う終了しました。ケチャップとたれと、ポン酢と、ジャムも3種

類、作ってたんよ。自分たちが作ってるトマトだけで作ったも

の。中山間って言って、400メートル以上のところで作ったト

マトは、甘いんよ。平地で作ったのと、味が全然違うんよ。糖

度も高くておいしい。

　でも、だんだん、自分たちの生産量が減ってきて、原料の確

保が難しくなって来たんですよ。皆さん、だんだんと歳を取っ

てくるし。私が一番若くて、なかなか取れなくなったの。

　うちは、大きいトマトを150本、ミニトマトを600本作っと

んですよ。ほたら、今年は雨が多くて、トマトが青いときに、霧

が入って割れるんですよ。でも赤くなったら収穫せなあかん。

でも収穫しても、全体の3分の2は放りました。筋が入ったト

マトは、おいしくても商品にならないから。ミニトマトだった

ら、ヘタが取れただけで、売り物にならない。今日加工すれば

使えるものを、捨てないかん。

　ほなけん、今までは、こういう規格外のトマトを、放るのは

もったいないっていうんで、冷凍して置いとって、「桃ちゃんト

マト倶楽部」で、ケチャップにして売んりょったんやけどね。も

う今はそれがなくなったから、捨てるしかないなって。

　

　ここの桑内集落の皆さんと、サロン活動をしてるんやけど、

その活動の一つとして、こういう新聞バッグ作ったりしよる

んよ。新聞バッグの作り方教えてもらったら、自分だけのも

のにするんじゃなくって、これを部落に持ち帰って、お年寄り

呼んで「今日は新聞バッグ作りますよー」って、皆で作ってそ

の日一日楽しむ。ほんで、こんな感じで作って、ストックしとく

んよ。

　これにね、野菜とか入れてあげるの。喜んでもらえるよ。そ

の時新聞に載ってた中学生のスポーツ記事とかを表にくる

ようにして。ほんでその人にあげるんよ。「お孫さん載っとっ

たよー」みたいな。そして鞄になったら違うでぇね。

　こういうのもまた会話のきっかけになるでぇな。それも繋

がりでぇな。

　やっぱり、こういうのって、リデュースやSDGsにも繋がっ

とる。ほなけど、それって、昔からしてきとることなんよな。

　持続可能なって言うけど、昔の人はしよったんよな。昔は

使い捨ての時代じゃ無いんよな。

　私は子供に自分の服を壊して作って、着せてやったりしよ

ったけんなあ。ほなけん、そういうことは、やっぱりちっちゃ

いときからの積み重ねよね。急にしてできるもんではないと

思うんよなあ。

　だけん、じいちゃん、ばあちゃん、先生、大人たちの言うこ

とはな、悪いことではないと思うけんな。

　私も、子どもの時は聞っきょらなんだ。でもそれが、大人に

なったときに「もったいない」って気持ちが出てくるんよね。

それが大事かなあと。そういうのがSDGsにも繋がるし、食

育にも繋がるし、色んなもんに繋がっていくと思う。

民宿での農作業体験 民宿をやっていて思うこと 「桃ちゃんトマト倶楽部」とトマト栽培 サロン活動 ～新聞バッグづくり～

おいしくても筋が入ってしまうと破棄になる トマトの収穫民宿経営の経験を話す安藤さんニワトリとタマゴ
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　今、一番大事に続けよんのは手話サークル。困ってる人た

ちの横でおれる人になりたいなと思ってる。自分がそうしよ

ったら、自分にも横におってくれる人ができるんよな。なん

か、助けてくれる人って、おるんよな。そういう人間になりた

いなと。皆さんにもそういう人になって欲しい。自分が自分

がって言よる人は、意外と友達が少なかったりする。気持ち

の繋がりを大切にしてたら、助けてくれる人が多くなると思

う。それはどこにおっても同じじゃと思うんよ。

　おばちゃんは、若い頃会社におって、嫁に来て、子育ての

間しばらくは、この家の世界だけにおった。子どもが学校に

行きだして、やっとお母さん方との繋がりができた。

　そこで、いろんなことに積極的に手を上げて行っきょっ

たら、人の輪が出来てくる。その場、その場で、与えられた仕

事して行っきょったら、人との繋がりがどんどん広がってい

く。友達が増えていく。助けてくれる人もできるんじゃと思

う。だから、嫌なこと、嫌いなことも、自分から積極的にやっ

た方がいいよ。

　会話はできないの、おばちゃんは。でも、身振り、手振りと、

今は文明の利器があるから。

　おばちゃんはあんまり操作できんけど、相手の子どもに、

「スマホ出しな」って言うて、こういう形で。でも、気持ちがあ

ったら通じるもんなんよな。心さえあれば通じるかな、って

いつも思いながら･･･。よっぽど難しい説明、昔のこととかを

説明するときは、絵にかいてするんよ、汚い絵じゃけど。

「手話サークルみかも」

世界中の人たちとの
　　　　　　コミュニケーションの取り方

　たくさんの人と関わる上で大切だと思うことは、常に笑顔

で壁を作らないこと。自分のおばちゃんとこに来たっていう

感じが、子どもたちに伝わったら、話も弾むじゃない？そん

な感じを一番先に心がけとるかな。

　おばちゃんは、仲間作りは上手なんかもしれん。

　こんな仕事してたら、たくさんの人が集まってきてくれる。

困ったときは、誰かが助けてくれる。

　だから、みんな、友達はいっぱい作っとった方がいいよ。

　人生の中で、どれだけたくさんの人に会えるか、それがそ

の人の幸せに繋がるんだって。10人しか会えない人は、10人

の幸せしかもらえない。100人の人と会えたら、100人の幸

せをもらえる。だから、いっぱいの人と出会って、お話をする。

　ちょっとの時間でも。いろんな人と。一人一人全然違うから、

何か１つ勉強になるんよ。

若者へのメッセージ ～友達を作ろう～ Profile
…………………………………………………

［取材日：2021年8月27日］

安藤 洋子 （あんどう ようこ）
◇生年月日：昭和33年1月18日
◇年齢：63歳（取材時）

トマト、豆類をはじめとする多種多様な作物を栽培。教育旅行の受入れ

に積極的で、一般社団法人｢そらの郷｣の副理事長を務めている。農林漁

家民宿「安藤（あんちゃんち）」の宿泊客を、傾斜地の農作業体験や野菜

たっぷりの郷土料理でもてなし、ふれあいを楽しんでいる。女性起業グ

ループ｢桃ちゃんトマト倶楽部｣を立ち上げ、６次化商品づくりにも取り

組んだ。

略歴

◆ 取材を終えて ◆
　安藤さんは、元気で明るい方だったので、話を聞く

のがとても楽しかったです。民宿には、世界中の人が

来ていると聞いて驚きました。また、｢困っている人の

横でおれる人になりたい｣とおっしゃっていたのが、

一番心に残っています。私も人の立場で考えられる人

間になりたいと思いました。

　聞き書きに参加してみて、一番難しかったところは、

文章に書き起こす作業です。話をしているうちに、いろ

いろな話題に変わっていくので、それを上手にまとめ

るところが難しいと思いました。また、楽しかったとこ

ろは、ペアの友達と構成を考えながら、文章をまとめ

たり、小見出しをつけたりしたことと、たくさんの人と

関われたことです。いい経験になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（美馬 李音）

……………………………………………………………

　私は今と昔の違いについて改めて感じました。昔は

ものを大切にしていろいろなものを再利用していた

そうです。昔の人は、生活の中でいろいろな経験を積

み、技術や才能がある人、何でもできる器用な人が多

いのではないかと思いました。

　また、人との関わり方も学びました。安藤さんは、民

宿を経営するだけでなく、地域のさまざまな活動にも

積極的に参加しいろいろなことを成し遂げています。

　「たくさんの人と上手く関わるためには、笑顔が大

事。」「自分を隠さず、思っていることを言葉にするこ

とが大事。」と、おっしゃっていました。

　私もこれからいろいろな人と出会う中で、今回学

んだことを活かし、よい人間関係を築いていきたい

と思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桑岡 優李）

左から 美馬 李音 / 桑岡 優李

ビニールハウス

メロンがいっぱいたくさんのじゃがいも
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食と暮らしを支える
食糧および生計の保障に貢献するものであること

生物と植物の宝庫
世界的に重要な生物多様性および遺伝資源が豊富であること

伝統と自然を守る
伝統的な慣習や技術、天然資源などを維持するものであること

風土に根付いた文化
文化的独自性が風土や地域に定着、帰属していること

人と環境が調和した景観
長い年月を掛けて培ったランドスケープを有すること

生きた
遺産

：Important（重要）I
インポータント

：Agricultural（農業）A
アグリカルチュラル

：Heritage（遺産）H
ヘリテイジ

：Systems（システム）S
システムズ

：Globally（世界）G
グローバリー

にし阿波の傾斜地農耕システム
………………………………………………………………………………………

「世界農業遺産」とは、世界的に重要かつ伝統的な農林水産業を営む地域を、国際連合食糧農業機関

(FAO)が認定する制度。世界で22ヶ国62地域、日本では11地域が認定されています（令和3年11月現在）。

「にし阿波の傾斜地農耕システム」は、2018年3月に「世界農業遺産」に認定されました。

「にし阿波」と呼ばれる徳島県西部の美馬市、三好市、つるぎ町、東みよし町には、標高100から900メートルの山間

地域に200近くの集落が点在しています。いずれも急峻な傾斜地に位置し、場所によっては斜度40度にも

およびます。斜面を利用する農業では、段々畑のように平らな面を造成することが一般的ですが、これらの地域

では傾斜地のまま農耕を行ってきました。そのために、独自の技や知恵を培って、自然を守り、生命を守り、集落を

守ってきたのです。この400年以上にわたり継承されてきた山村景観や食文化、そして農耕にまつわる伝統行事

などの全てが「傾斜地農耕システム」です。このシステムは、未来に向けても持続可能なものと認められ、食と農

の危機的状況や生態系の破壊など世界が直面する問題解決にもつながるものと評価されました。

世界農業遺産 GIAHS
〈 Globally Important Agricultural Heritage Systems 〉

ジ　　ア　　ス

世界が認めた5つのポイント！
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